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	第二阪和国道は，大阪と和歌山を結ぶ約53kmの幹線道路で，並行する国道26号の年間を通じた慢性的な交通渋滞の解消等を主な目的とした道路である。本橋の施工時においては，大阪府内および和歌山県内で部分的に供用しており，さらに，2011年3月26日に箱ノ浦ランプ～淡輪ランプの区間約2.8km（このうち，本橋の橋長は，210.5m）が開通し，本橋も供用が開始されている。
	本稿では，柱頭部のマスコンクリート対策として実施したエアークーリングおよび供用中であったoffランプ上の施工であるA1側径間部の施工を中心に報告する。
	キーワード：柱頭部，マスコンクリート，エアークーリング，温度応力解析，ひび割れ指数

